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10月29日（月）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



15 2018.  Decemberかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

12 月

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
響ホール25th
南紫音ヴァイオリン・リサイタル
愛の悲しみ、美しきロスマリン、ツィゴイネルワイゼン ほか

1㈯ 15:00
一般 ￥3000

25歳以下（要証明） ￥2000
※対象：小学生以上　※全席指定

響ホール音楽事業課
093（663）6661

九州共立大学リバティ・ヒル・ウインズ 第24回 定期演奏会 8㈯ 15:00 一般 ￥400
※小学生未満無料　※全席自由

九州共立大学リバティ・ヒル・ウインズ
090（7989）3734【原田】

産業医科大学管弦楽団 第34回定期演奏会 9㈰ 18:00 一般 ￥500
※当日￥300増　※全席自由

産業医科大学管弦楽団
090（8465）1006【佐藤】

0才からの親子で楽しむクラシックコンサート
トランペット吹きの休日、カルメン前奏曲、きらきら星変奏曲、四季のメドレー（お話付き） 22㈯ 11:00

おとな ￥2000
こども（0歳～小学生） ￥1000

親子ペア（おとな1+こども1） ￥2500
※全席指定

響ホール音楽事業課
093（663）6661

クリスマス・コンサート in 2018
クリスマス キャロル アルバム　ほか 23㈰㈷ 14:00

無　料
（要整理券）

※対象：小学生以上　※全席自由

北九州メモリアル女声合唱団
090（7384）7090【持橋】

八幡東区平野1-1-1　 093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分 
「国際村交流センター」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）、隔月1回（不定休）　 240台（有料）北九州市立響ホール 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ふれあい写真展
写真 5㈬～11㈫ 無　料 ふれあい

090（5484）2938
真颯館高等学校 美術科　第20回卒業制作展
油彩・デザイン・陶芸作品・工芸品 13㈭～18㈫ 無　料

※18㈫は16:30まで
真颯館高等学校
093（561）1231

チョークアートグループ展 in 北九州
チョークアート 19㈬～25㈫ 無　料 チョークアートななゆう

090（3328）7850

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで

「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）

北九州芸術劇場 
市民ギャラリー 

■ 北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は大ホール・中劇場・小劇場の施設・設備の修繕工事を実施いたします。
　（予定工事期間:2018年12月3日から2019年2月28日）〈北九州芸術劇場　施設係　TEL093（562）8436〉

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）北九州芸術劇場 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

レクイエム in 北九州2018 2㈰ 15:00
一般 ￥2500

学生（小～大学生） ￥1000
※対象：小学生以上　※当日各￥500増

レクイエムin北九州 実行委員会
（ディーキューブギャラリー内）

093（533）1313

中
劇
場

KERA・MAP #008 「修道女たち」
名だたる演劇賞を受賞したKERA•MAPシリーズ最新作！

1㈯
13:00 一般 ￥7000

ユース（24歳以下） ￥3500
高校生〔的〕チケット ￥1500
※対象：小学生以上 北九州芸術劇場

093（562）2655

18:00
2㈰ 13:00

小
劇
場

北九州芸術劇場プロデュース／九州男児劇
「せなに泣く」
熊本県出身の劇作家・演出家 田上豊と九州出身の俳優たちによる群像劇。

11/29㈭
～30㈮ 19:00 一般 ￥3000

学生（小～大学生） ￥2500
高校生〔的〕チケット ￥1000
※対象：小学生以上　
※当日￥500増

12/1㈯ 13:00
18:00

12/2㈰ 13:00

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 1㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥150 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

19:30

響ホール室内合奏団PRESENTS『“てんくう”Xmasコンサート』
出演：響ホール室内合奏団 23㈰㈷

17:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥15019:00

門司区東港町1-32　 093（321）4151　 10：00～22：00（カフェは20：30まで※天空ジャズ開催日以外のカフェの営業時間は
「関門海峡＆門司港レトロ」ホームページをご確認ください）、入館は閉館30分前まで　 「門司港駅」徒歩5分　 年４回門司港レトロ展望室 門司

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

2
階

『門司の画家たち展』 11/29㈭～12/5㈬ 無　料
※5㈬は15:00まで

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

『渚のガラスのランプ工房展』 7㈮～12㈬ 無　料
※12㈬は13:00まで

『門司区中学校文化連盟書写展』 14㈮～19㈬ 無　料
※19㈬は16:00まで

1
階『門司少年少女合唱団』 23㈰㈷ 18:00～

19:30 無　料

門司区東港町1-24　 093（321）4151　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩3分　 なし旧門司税関 門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

2
階

NHK大河ドラマ「西郷どん」巡回展
NHK大河ドラマ「西郷どん」の魅力とドラマが描く時代を写真資料や映像で紹
介。衣装や小道具などを展示します。

1㈯～9㈰ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

門司区港町7-18　 093（321）4151　
9:00～17:00　 「門司港駅」徒歩1分　 なし旧大阪商船 門司



14
ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

12 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

第4回定期演奏会
ビッグバンドコンサート 22㈯ 17:30 無　料 北九州市立大学JAZZ研究会K&K

080（2750）3886【八品】
ピアノ発表会
ピアノ発表会 24㈪㉁ 13:00 無　料 CAM’S PC

090（1368）3015【宮崎】

小倉北区大手町11-4　 093（583）3939　 9:30～21:30　 「西小倉駅」徒歩15分
「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　

所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始（12/29～1/3）　 有料北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります
「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分

年末年始（12/29～1/3）、毎月1回（不定休）　 80台（有料）アルモニーサンク北九州ソレイユホール 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

VOICE　～心を結ぶ世界の歌声～ 2㈰ 15:00 A席 ￥5800
B席 ￥5300

MIN-ON北九州
093（884）1833

美川憲一＆コロッケ スペシャルジョイントコンサート 5㈬ 14:00 S席 ￥8000
A席 ￥7000

（株）鈴木企画
092（285）486418:00

DRUM TAO 2018 RHYTHM of TRIBE ～時空旅行記～ FINAL 8㈯ 17:00
SS席 ￥7700
S席 ￥6700
A席 ￥5700

TAO事務局
092（721）2015

読響・N響TOP MEMBER &シンフォニー合唱団 Christmas Concert 2018
聖夜に響くクリスマスの祭典 9㈰ 17:00

一般 ￥3500
学生 ￥2500

※当日￥500増　※全席自由

シンフォニー合唱団
0120（012）788

クリスマス　パイプオルガンコンサート
北九州ソレイユホールがお贈りするオルガンとオーボエのコラボ 14㈮ 14:30

   大人(中学生以上) ￥ 700
 子ども(3歳～小学生) ￥ 500

親子ペア(大人+子ども) ￥1000
※団体料金10人以上で1人￥100引き(ペア券除く)
※全席自由

北九州ソレイユホール
093（592）5405

北九州市立大学吹奏楽団　第51回定期演奏会 15㈯ 18:00 全席自由 ￥500 北九州市立大学吹奏楽団
093（962）0771

第九の夕べ
ベートーヴェン 交響曲第9番 ニ短調作品125「合唱付き」 21㈮ 19:00

一般 ￥4000
学生 ￥1100

※全席自由

九響チケットサービス
092（823）0101

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

2
階
ホ
ー
ル

マンスリージャズ
出演：三島紀也カルテット 9㈰ 14:00～

16:00 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151マンスリーシアター
上映作品：「白昼堂々」1968年　松竹　監督：野村芳太郎　出演：渥美清、倍賞千恵子 23㈰㈷ 14:00～

16:00 無　料

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋  門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

「子どもの明るい未来を考える」
第4回門司区中学生・高校生意見発表会
門司区内の中学生・高校生による意見発表、門司中学校吹奏楽部の演奏発表

1㈯ 9:30 無　料 門司区役所コミュニティ支援課
093（331）1883

スタイルフレーバー発表会　「CHIBI IPPO」 16㈰
11:30 ￥3000

（前売・当日共）
※3歳以下無料

（有）まる スタイルフレーバー
093（582）400016:30

門司区老松町3-2　 093（321）2907　 9:00～22:00　 「門司港駅」徒歩13分　
「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）門司市民会館 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

常設展
油彩画・日本画・彫刻・染色など、約50点を展示します。 開催中 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235

門司区東港町6-72 港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00～17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始門司港美術工芸研究所 門司

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

青磁と白磁 障
東洋の青と白のやきもの。古陶磁～近現代の名品より、その魅力に迫ります 開催中～12/24㈪㉁

一般 ￥700
高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴）
出光美術館（門司）
093（332）0251講演会「〈青いやきもの〉と〈白いやきもの〉－その魅力と展開」

美術鑑賞をさらに深め、展覧会をお楽しみいただけます 8㈯ 14:00～
15:30

一般 ￥800
（入場料込）

※要事前申込（定員120名）

列品解説
学芸員が展示作品を分かりやすく解説します

9㈰ ①11:00
②14:00

無　料
※入場料が必要23㈰㈷

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　 「門司港駅」徒歩8分　
「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始（12/25～1/10）出光美術館（門司） 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
松永文庫企画展「イラストによる映画ポスター展」
映画のポスターに描かれたイラストにスポットを当てた、大人から子供まで楽しめ
る企画展です。

10/17㈬～1/6㈰ 無　料 松永文庫
093（331）8013

門司区西海岸1-3-5（旧大連航路上屋1F）　 093（331）8013　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、1/8松永文庫 門司



13 2018.  Decemberかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

12 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

図
書
室

テルミン・マトリョミンコンサート
ロシアの物理学者テルミン氏が発明した世界初の電子楽器「テルミン」。不思
議な音色でお馴染みの曲を楽しむ。

2㈰ 11:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152

ビデオるーむ
「クリスマスキャロル」「トムとジェリー Vol.1」 2㈰ 14:00 無　料

児
童
劇
場

スペシャルファミリー人形劇場
親子や家族で人形劇を楽しむ。 9㈰ 10:30 無　料13:30
こども演劇教室卒業公演
演目：夢をあきらめないで 23㈰㈷ 14:00 無　料

小倉北区下到津4-3-2　 093（592）4152　 9:00～17:00
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

小倉北区室町1-1-1 リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）3215　 10：00～18：00（入館は閉館30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　 年末年始（12/28～1/3）および館内整理日　 有料北九州市立美術館分館 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

1968年 ―激動の時代の芸術 障
政治・文化における運動が激化した1968年。多角的な視点から激動と転換の年に迫る。 12/1㈯～1/27㈰

一般 ￥1100
高大生 ￥ 600
小中生 ￥ 400

※20名以上の団体料金
　一般￥900　高大生￥400　 小中生￥300

北九州市立美術館分館
093（562）3215

小倉北区城内4-1　 093（571）1505　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園（市立文学館前）」徒歩1分　

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立文学館 
イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

描かれた西郷どん展～アート、文学、サブカルから～ 障
美術、文学、サブカルチャーなどに描かれる西郷隆盛のイメージを紹介する。

10/27㈯～
12/16㈰

一般 ￥700
中高生 ￥200
小学生 ￥100

※30人以上の団体料金
　一般￥560　中高生￥160　小学生￥80

北九州市立文学館
093（571）1505

文学講座「西郷隆盛の漢詩と人生―敬天愛人の志」（全2回）
講師：林田愼之助さん（神戸女子大学名誉教授） 15㈯ 13:30 無　料

※要電話申込、１回目は開催終了

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし　北九州市立小倉城庭園 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

城内動植物園　～小倉城庭園の美術より～ 障
当館所蔵の絵画・工芸作品の中から、動物や植物をモチーフにした作品を紹介。 開催中～1/27㈰

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

書
院
棟

王朝装束（十二単）着付け披露 障
一般公募で選ばれた女性2名が十二単を着付けていきます。 2㈰

11:00 一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥10014:00

和
室
・

書
院
棟

年忘れ　男の茶会
お点前、お運び全て男性だけで、おもてなしいたします。 23㈰㈷ 9:00

一般 ￥1500
小中学生 ￥ 700
（薄茶二席・入館料込）

書
院
棟

入
口

大鏡餅飾り付け 障
「小倉城大鏡餅　餅つき」でついた大鏡餅を飾り付けます。 28㈮ 10:00

 一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　 11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）　
「小倉駅」徒歩2分　 火曜日（ただし12/25は開館）、年末年始（12/31～1/2）北九州市漫画ミュージアム 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

鋼の錬金術師展 障
貴重な漫画生原稿で「ハガレン」の世界を振り返ります。 10/13㈯～12/9㈰

一般 ￥1000
中高生 ￥ 500
小学生 ￥ 250

［常設展セット券］
一般￥1200　中高生￥600　小学生￥300

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

北九州国際漫画祭2018 障
「北九州国際漫画大賞」優秀作品展を中心に、漫画の世界的な広がりを紹介。 12/22㈯～1/20㈰

一般 ￥200
［常設展セット券］一般￥500
※高校生以下無料

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

マカロニほうれん荘展 in 福岡 障
福岡県出身の漫画家・鴨川つばめによる伝説的ギャグ漫画の原画展。 11/17㈯～1/17㈭ 無　料

常設展入場料が必要

常
設
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

漫画スクール 障
①漫画で楽しい年賀状を描こう（干支の描き方『亥』）
②漫画でクリスマスカードを作ろう（冬のアイテムの描き方）

①2㈰ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上
※要事前申込、定員各先着20名②23㈰㈷

第１回 漫画読書会 障

テーマ「2018年 私の漫画大賞」
今年読んだ作品の中から、あなたの心に残った作品を紹介しながら、みんなで
漫画を語り合おう！

7㈮ 17:30～
19:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：18歳以上
※要事前申込、定員先着10名

漫画体験 障
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方、簡単なデジタル作画など、初心者でも参
加できます。

9㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日各先着20名、途中参加可22㈯
そ
の
他

第３回「北九州国際漫画大賞」表彰式＆記念イベント 
受賞者をお招きしての表彰式と、審査委員やゲストによるトークイベントを
開催。

22㈯ 14:00～
17:00

無　料
※定員100名、要事前申込
※会場：北九州国際会議場
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

12 月

小倉南区若園5-1-5　 093（931）1286　 9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
（モノレール）「北方駅」徒歩12分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）小倉南生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

北部九州吟剣詩舞連盟 第44回後期吟剣詩舞道大会 23㈰㈷ 9:30 無　料 北部九州吟剣詩舞連盟事務局
090（7457）3676【大内】

小倉北区城内2-1　 093（561）1210　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 2019年3/31まで休館中小倉城 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
小
倉
城

天
守
閣
前

広
場 第60回 小倉城大鏡餅 餅つき 23㈰㈷ 9:00 無　料 小倉城

093（561）1210

若松区ひびきの2-5  学術研究都市　 093（695）3691　 10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
市営バス「学研都市ひびきの」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）現代美術センター CCA北九州 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ハミッシュ・フルトン展　
自ら愛媛県久万高原町の遍路道を14日間歩いた経験から制作された新作の展示

12/5㈬～2/1㈮
（日・祝休み）

無　料
※土曜日は12:00から

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

八幡東区東田2-2-11　 093（663）5411　 平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター） 
会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

秋企画展「光のふしぎ展 ２」 障
光が魅せる色や音と、人の動きが反応し合う、ふしぎなスペースで遊んでみま
しょう。

10/13㈯～1/14㈪㈷
大人 ￥300

小人（小中学生） ￥100
※小学生未満無料 北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
ジ
オ

テクノロジー×アートで何が見えますか？
テクノロジーの進歩と普及がアートにさらなる広がりを生み出す。
講師は森脇裕之氏（多摩美術大学教授）。

8㈯ 13:00～
14:30

無　料
※対象：中学生以上

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

新
館
7
階
大
画
廊

蒲原 元 展　～それぞれが迎える一日～
美しい色彩と絵肌、詩的に描かれる油彩画を展示。 11/28㈬～12/4㈫ 無　料

小倉井筒屋　大画廊
093（522）2521

第7回 伊熊義和 油絵展
北九州市生まれ。写実による静物画を中心に展示。 5㈬～11㈫ 無　料

迎春・四季の掛軸展
新しい年を迎えるお祝いの掛軸や四季の掛軸などを紹介。 12㈬～25㈫ 無　料

　
新
館
7
階
小
画
廊

～太陽の国の色彩とフォルム～ 船戸あやこ 作陶展
スペインタイルの第一人者。伝統的な手法で作られたオリジナル作品を紹介。 11/28㈬～12/4㈫ 無　料

小倉井筒屋　小画廊
093（522）2521

ヨーロッパアンティーク名窯展
18世紀よりヨーロッパ貴族に愛され続けた優美で華麗な名窯の作品を展示。 5㈬～11㈫ 無　料

―100年の時を超えて―　オールドノリタケ展
明治中期から1900年代初期に製造された逸品を一堂に展覧。 12㈬～18㈫ 無　料

～西洋と東洋の交流点～　トルコ美術工芸展
キリム絨毯やトルコ石アクセサリー、ガラス工芸品などを紹介。 19㈬～25㈫ 無　料

新
館
7
階

大
画
廊
・

小
画
廊

年末年始 絵画展
多彩な作家の絵画・版画などを展示。 26㈬～31㈪ 無　料 小倉井筒屋　大画廊・小画廊

093（522）2521

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休、1/1小倉井筒屋 

八幡東区桃園3-1-5　 093（671）4566　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「市立児童文化科学館前」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立児童文化科学館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ 障
プラネタリウム観覧後、秋の星空を望遠鏡で観察します 15㈯ 18:30 ～

20:00

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

※ 中学生以下は保護者の参加が必要
※ 先着100名、1㈯から電話受付開始 児童文化科学館

093（671）4566
大
集
会
室

クリスマスハンドベルコンサート
ハンドベルを使ってクリスマスソングの演奏を行います 22㈯ 14:00～

14:50 無　料

会
議
室

サイエンスショー
「サンタさんと科学マジック」 23㈰㈷ 14:00～

14:50 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第12回ブラスフェスタ in 若松 16㈰ 13:30
一般 ￥700

中高生 ￥500
※小学生以下無料　※当日一般￥100増

ブラスフェスタ実行委員会
093（771）8131

若松区本町3-13-1　 093（771）8131　 9:00～22:00　 「若松駅」徒歩1分　
「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　 年末年始（12/29～1/3）　 110台（共用）　若松市民会館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

松本清張生誕祭
加島巧教授（長崎外国語大学）の講演など 7㈮ 15:00～

16:30
ケーキ・コーヒー代 ￥500
常設展示観覧は別途入館料が必要
※要事前申込 松本清張記念館

093（582）2761
松本清張記念館開館20周年記念特別企画展「松本清張『砂の器』展」 障 12/18㈫～3/31㈰

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500　中高生 ￥300

小学生 ￥200

北九州市立松本清張記念館 小倉北区城内2-3　 093（582）2761　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　 年末（12/29～31）
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

12 月

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　 093（642）5555　 10:00～19:00
「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　 12/5、19、31北九州市立子どもの館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
プ
レ
イ

ル
ー
ム

絵本「ワオくんのはね」読み聞かせ
他者を受入れることの重要性を描いた絵本、参加家族に絵本のプレゼントあり 1㈯ 13:00～

13:30 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555

八幡東区西本町1-20-2　 093（661）9130　 10:00～18:00
「八幡駅」徒歩5分　 年末年始（12/29～1/3）北九州市立旧百三十銀行ギャラリー 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

古布手作り人展
主催　松家ノ子　（谷口美智子）

14㈮ 12:00～
17:00 無　料 090（2088）2366【谷口】

15㈯ 10:00～
16:00

ボーカル＆ゴスペルコンサート
主催　ヤマハミュージックリテイリング小倉店 23㈰㈷ 14:00～

16:00 無　料 旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
こ
や
の
せ
座

三代目藤ひろし　歳忘れ木屋瀬公演
「ひろしプロジェクト vol.1」 16㈰ 12:00 一般 ￥3000 090（8830）0730【松岡】17:30

八幡西区木屋瀬3-16-26　 093（619）1149　 9:00～17:30（入館は17:00まで）　 「筑前植木駅」徒歩15分
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分

年末年始（12/29～1/1）、6月下旬頃（約1週間）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） 
イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

秋の特別展「食のたび―箸と和食の文化史―」
旅順博物館の箸コレクションや、古代から江戸時代までの食文化について紹介 開催中～12/9㈰

大人 ￥500
高大生 ￥300
小中生 ￥200

※常設展は別途料金が必要　　
※常設展とのセット券あり

いのちのたび博物館
093（681）1011

秋の特別展関連イベント「利きダシ」
かつおに昆布にシイタケ…異なる素材でとったダシを味見して利きダシに挑戦！ 2㈰ 13:30

要特別展入場料
※ 小学生以下は保護者の参加が必要
※当日先着50名

秋の特別展関連イベント「ギャラリートーク」
特別展会場で学芸員が「食」にまつわる美味しい話をご紹介します。 2㈰ 14:00 要特別展入場料

※ 小学生以下は保護者の参加が必要

冬の特別展「世界遺産のまち 北九州と明治日本の産業革命遺産」 障
世界遺産八幡製鐵所の歴史と価値を紹介し、北九州の近代史を明示する。 12/22㈯～2/11㈪㈷

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

歴史講演会「坂本龍馬と明治維新」
講師：京都国立博物館 上席研究員　宮川禎一氏 8㈯ 13:30

資料代 ￥500
※ 小学生以下は保護者の参加が必要
※当日先着200名

室内講座「恐竜すす払い」
毎年恒例、展示している恐竜のすすを払います。 25㈫ 16:30

無　料
※対象：小学生以上　
※ 要事前申込（抽選）、小学生は保護者同伴

八幡西区黒崎1-1-1　 093（643）5111㈹　 10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
「黒崎駅」隣接　 不定休、1/1黒崎井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

6
階　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

花田和彦 30周年作陶展
磁器と陶器の原料を半分ずつ混ぜて作る「半陶半磁」の作品を紹介。 11/27㈫～12/2㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

迎春こっとう展 4㈫～9㈰ 無　料

臼木英之 絵画と絵ごろも展 11㈫～16㈰ 無　料

～生誕135周年記念～　竹久夢二 肉筆・初版オリジナル展 18㈫～24㈪㉁ 無　料

末葊章 絵画展 12/25㈫～1/6㈰ 無　料

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　
「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始（12/28～1/3）および館内整理日北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

第11回北九州市障害者芸術祭作品展
洋画・日本画・工芸・書・写真・その他

開催中～
12/2㈰

10:00～
18:00

無　料
※2㈰は17:00まで

（公）北九州市身体障害者福祉協会
093（883）5555【松﨑】

日本風景写真協会　創立15周年記念選抜展
写真 3㈪～9㈰ 9:00～

18:00
無　料

※ 3㈪は13:00から、9㈰は15:00まで
日本風景写真協会

093（662）5256【髙田】
曹亜鋼水墨芸術学院北九州地区作品展
中国現代水墨画

11㈫～
16㈰

9:30～
17:00

無　料
※16㈰は16:00まで

曹亜鋼水墨芸術学院
093（631）6818【柴田】

福岡県立八幡中央高等学校芸術コース第19回卒業制作展
洋画・彫刻・工芸・書・グラフィックデザイン

18㈫～
23㈰㈷

9:00～
17:30

無　料
※23㈰㈷は17:00まで

福岡県立八幡中央高等学校
093（681）2335【城】

展
示
室
２

みんなの書作展
書

24㈪㉁
～27㈭

10:00～
18:00

無　料
※ 24㈪㉁は11:00から、27㈭は17:00まで

書塾日月
090（2088）9969【楠元】
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

12 月

■ 北九州市立美術館アネックス休館のお知らせ
　北九州市立美術館アネックスは平成30年3月まで休館しています。

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　 9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）、12/23は20:00まで　
「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　 210台　

月曜日（祝日・振替休日の場合翌日休館）、年末年始（12/29～1/1） 北九州市立美術館本館 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

ジョルジュ ･ルオー 聖なる芸術とモデルニテ 障
20世紀最大の宗教画家ジョルジュ・ルオー。その聖なる芸術の意味と現代性を
再考する。

12/16㈰～2/17㈰
一般 ￥1200　高大生 ￥800

小中生 ￥600
※ 前売り及び20名以上の団体料金
　一般￥1000　高大生￥ 600　小中生￥400
※12/23㈰㈷は20:00まで（ナイトミュージアム）

北九州市立美術館
093（882）7777

企
画
展
示
室
・

ア
ネ
ッ
ク
ス

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第53回北九書の祭典
書 11/29㈭～12/2㈰ 無　料

※2㈰は16:00まで
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

コレクション展Ⅱ　 障

特集 アメリカで活躍したアーティストたち 1960’s-80’s
1960 ～ 80年代にかけてアメリカで活躍した作家に焦点をあて、戦後アメリ
カ美術の動向を展望する。一部写真撮影可。

開催中～12/16㈰

一般 ￥150　高大生 ￥100
小中生 ￥ 50

※20名以上の団体料金
　一般￥120　高大生￥80　小中生￥40
※12/8㈯臨時休館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

カンパニーデラシネラ「ドン・キホーテ」
カンパニーデラシネラが手掛ける大人も子どもも楽しめる古典名作劇場！ 8㈯

16:00 一般 ￥1500
子ども（5歳～小学生） ￥ 500
※対象：5歳以上　※送迎シャトルバスあり

北九州芸術劇場
093（562）265519:00

クリスマスイベント「ハンドベルコンサート」
折尾愛真高等学校ハンドベルクワイア 23㈰㈷ 18:00～

18:30

無　料
※ 20:00まで開館（ナイトミュー

ジアム）、カフェ・ミュゼも営業
※送迎シャトルバス延長

北九州市立美術館
093（882）7777

ア
ネ
ッ
ク
ス

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第35回 九州制作会議展2018
現代美術 4㈫～9㈰ 無　料

※9㈰は17:00まで
九州制作会議

090（7166）8748【松尾】

八幡西区黒崎3-15-3　 093（641）9360　 9:00～22:00　
「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎IC」約6分　 年末年始（12/29～1/3）八幡西生涯学習総合センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

コ
ム
シ
テ
ィ
3
階

マ
ー
メ
イ
ド
広
場

北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB 音楽のある街づくり 
ミニコンサート
毎月第2土曜日に、ジャズやボサノバ、映画音楽などを演奏するミニコンサートを実施

8㈯ 12:00～
13:00 無　料 北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB

093（671）0411【石橋】

クリスマスコンサート
出演:Play&Pray Gospel Choir 11㈫ 12:10～

12:50 無　料
北九州ひとみらいプレイス事務局
八幡西生涯学習総合センター

093（641）9360

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00～22:00
「黒崎駅」徒歩10分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始（12/29～1/3）

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　  

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

平成30年度八幡東西文化祭　第45回民踊講座研究発表会 1㈯ 12:00 無　料 八幡東西民踊講座研究会
093（642）2433

第21回北九州市手話フェスティバル 2㈰ 13:00
一般 ￥2000

高校生以下 ￥1500
親子 ￥3000

※ 当日一般・親子￥500増、高校生以下￥300増

特定非営利活動法人
北九州市聴覚障害者協会

093（881）0114

九州工業大学・西南女学院大学吹奏楽部 第42回定期演奏会 8㈯ 18:00 無　料
九州工業大学・

西南女学院大学吹奏楽部
080（5211）7430【秦】

平成30年度第44回北九州市小・中・特別支援学校
児童生徒読書感想文表彰式 9㈰ 13:00 無　料 北九州市立中央図書館

093（571）1481【松浦・松岡】

北九州子ども劇場　12月乳低合同例会
「おやゆびひめ～真冬に春がやってきた」（人形劇団クラルテ） 15㈯

15:00 会　費
※ 子ども劇場会員でない方は

お問い合わせください

北九州子ども劇場
093（884）383418:30

平成30年度福岡教育大学附属小倉中学校合唱祭 20㈭ 13:00 無　料 福岡教育大学附属小倉中学校
093（541）8621

北九州子ども劇場　12月高学年部例会
「夜明けの落語」（劇団うりんこ） 23㈰㈷

15:30 会　費
※ 子ども劇場会員でない方は

お問い合わせください

北九州子ども劇場
093（884）383419:00

クリスマスコンサート 24㈪㉁ 14:00 無　料 北九州アカデミー少年少女合唱団
080（9141）4276【石井】

中
ホ
ー
ル

KitaQsyu Dance battle 1㈯ 13:00 ￥3000
※小学生以下無料

九州ストリートパフォーマンス実行委員会
090（8221）1546【Macky1】

音の杜 Le Monde Nouveau
新しい時代への挑戦～バロックから現代まで～ 7㈮ 19:00

一般 ￥2000
大学生以下 ￥1000

※未就学児膝上1名まで無料　
※当日各￥200増　※全席自由

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

アプレシオ・アラ・ムジカ音楽スタジオ 2018 PIANO CONCERT 8㈯ 13:15 無　料 アプレシオ・アラ・ムジカ音楽スタジオ
093（981）8520

合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 11㈫ 13:00 ￥500

黒崎ひびしんホール
093（621）4566第41回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎　

親しんだ歌を合唱してみましょう！
岩﨑洋一（合唱指揮者）・山廣絢子（ピアノ）

14㈮ 13:00 ￥500

2018「心のコンサート」 in 黒崎 15㈯ 14:00 ￥1000 ハーモニック・パル
070（5414）1630【長谷川】

Pia-Con PIARA ピアノコンクール 北九州Ⅰ地区予選 16㈰ 11:00
（予定） 無　料 九州・山口事務局

0952（31）2273

福岡県立八幡工業高等学校吹奏楽部 第52回定期演奏会 22㈯ 14:00 無　料 福岡県立八幡工業高等学校
093（641）6611
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10月30日（火）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

9 2018.  Decemberかるかる

12 月

日　程 開演時間 会　場 演　題 入場料 問合せ先

4㈫

（開場13:00）
開演13:30

講演会13:40
映画「あした咲く」

上映15:20

若松市民会館 大ホール
（定員800人）

「部落差別書き込みの実態 ～ネット社会における人権侵害～」
(株)情報文化総合研究所代表取締役所長・武蔵野大学名誉教授　佐藤佳弘

無　料
（先着順入場）

北九州市人権推進センター
人権文化推進課
093（562）5010

5㈬

北九州市立大学 A-101教室
（定員500人）

「自分らしく生きること」
モデル・タレント　西原さつき

響ホール 大ホール
（定員500人）

「働く幸せを実現した町工場の奇跡
～社員の7割が知的障がい者のチョーク会社の真実～」
ノンフィクション作家　小松成美

6㈭
門司市民会館 大ホール

（定員800人）
「スポーツを通じた国際交流～国籍を乗り越えて～」
元Jリーガー・NHKサッカー解説者　宮澤ミシェル

黒崎ひびしん
ホール

大ホール
（定員800人）

「母親を介護して思うこと～高齢者の人権～」　
ジャズシンガー　綾戸智恵　

7㈮ 戸畑市民会館 
（ウェルとばた3階）

大ホール
（定員800人）

「拉致被害者の人権を回復するために」
特定失踪者問題調査会代表・拓殖大学海外事情研究所教授　荒木和博

「命のあるうちに　ひとり残さず取り返す」
北朝鮮による拉致の可能性を排除できない失踪者家族有志の会 

（特定失踪者家族会）事務局長　竹下珠路

10㈪ 男女共同参画センター
「ムーブ」2階

ホール
（定員520人）

「子どもの貧困を取り巻く現状について～取材の現場から～」
NHK名古屋放送局報道部チーフ・プロデューサー　板垣淑子

平成30年度 人権週間記念講演会　共通テーマ「私たちの暮らしと人権」

戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00～22:00
「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州市立戸畑高等専修学校学習発表会　
第29回ファッションショー
SENSHU COLLECTION　『前進　可能性は 無限大』

2㈰ 10:00 無　料 北九州市立戸畑高等専修学校
093（871）4794【齊藤】

TAKAKO Chanson LIVE 障
「愛の讃歌」「水に流して」等代表的なシャンソンのほか「糸」等日本の曲も 8㈯ 15:00 Ｓ席 ￥3800　Ａ席 ￥3000

※対象：小学生以上
北九州労音

093（571）0227
北九州市少年少女合唱団　第44回定期演奏会
130人を超える団員が、楽しさと感動いっぱいのステージをお届けします。 16㈰ 15:00 ￥1000

※小学生未満無料　※当日￥200増
（公財）北九州市芸術文化振興財団音楽事業課

093（663）6661

第16回北九州市立高等学校　ダンス部創部20周年記念公演 22㈯ 13:00 ￥500
※当日￥100増

北九州市立高等学校
093（881）5440【緒方】18:00

チャンチャン劇団　第26回定期公演 23㈰㈷ 18:00 ￥1000 チャンチャン劇団
093（452）3552【神田】24㈪㉁ 14:00

サンダーボーイズ・ジャズ・オーケストラ 第40回定期演奏会 28㈮ 18:00 無　料
九州工業大学軽音部

サンダーボーイズ・ジャズ・オーケストラ
070（4382）0152【長谷】

中
ホ
ー
ル

北九州演奏家グループ「虹の会」55周年記念　
山廣絢子ピアノリサイタル
演奏家グループ「虹の会」55周年リサイタル。感謝の想いを音にこめて。

7㈮ 19:00 ￥2000 北九州演奏家グループ「虹の会」
090（2080）0255【山廣】

第52回北九州市立大学混声合唱団　コール・ユーフォニー
第39回西南女学院大学・同短期大学部合唱部 クール・ベルフィーユ
合同定期演奏会

8㈯ 14:00 無　料 北九州市立大学混声合唱団　
コール・ユーフォニー

松本優哉・後藤トモ子　デュオリサイタルVol.2 9㈰ 14:00
一般 ￥2500

高校生以下 ￥1500
※当日￥500増

080（5540）5754【後藤】

国境なきデュオ（水上裕子＆デアンボジク）チェロ＆ピアノコンサート 11㈫ 19:00 ￥3000 HMエンターテイメント
080（6421）7296【水上】

第55回北九州市立大学マンドリンクラブ　定期演奏会 22㈯ 17:00 ￥500 北九州市立大学マンドリンクラブ

ヴァイオリン・チェロ　ソロコンサート 28㈮ 13:30 無　料 篠崎ミュージックアカデミー北九州
093（921）0459【吉田】

交
流

プ
ラ
ザ

クリスマスミニコンサート
出演者：北九州市少年少女合唱団・80歳からの合唱団・折尾愛真高等学校ハン
ドベルクワイア

22㈯ 15:00 無　料 ウェルとばた総合案内
093（871）7200

戸畑区中本町7-20　 093（882）4281　 9:00～22:00　 「戸畑駅」徒歩5分
「戸畑駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）戸畑生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
多
目
的
室

北九州市立年長者研修大学校 周望学舎写真研究クラブ 作品展示会
生徒35人の作品　約35 ～ 50点の展示 4㈫～9㈰ 10:00～

17:00
無　料

※9㈰は16:00まで
年長者研修大学校周望学舎写真研究クラブ

093（591）2626【高橋】

10月26日（金）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります
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11月12日（月）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール駅、
レインボープラザ、北九州芸術
劇場プレイガイド・インフォメ
ーション、響ホールなど

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる

ウェブで情報発信中！

http://www.kitakyushu-culcul.jp
スマホ・パソコンから

　
子
ど
も
さ
ん
の
中
に
は
、
実
力
以

上
の
課
題
を
前
に
す
る
と
、
途
端
に

混
乱
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
方
が
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
幼
少
期
の
様
子

を
尋
ね
る
と
決
ま
っ
て
、
「
手
が
掛

か
ら
な
く
て
、
同
年
代
の
子
ど
も
よ

り
何
で
も
器
用
に
す
ぐ
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」
、
「
学
校
で
の
評
価
は

と
て
も
良
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
の
勝
手
な
想
像
で
す
が
、
幼
稚
園

や
小
学
校
低
学
年
以
下
の
、
脳
が
と

て
も
発
達
す
る
時
期
に
、
難
な
く
課

題
を
こ
な
し
て
過
ご
し
て
し
ま
い
、

脳
が
楽
を
す
る
、
休
む
こ
と
を
覚
え

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
難
題
に

直
面
し
て
び
っ
く
り
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
。
で
あ
れ
ば
、
す
で
に

習
得
し
た
事
柄
で
足
踏
み
さ
せ
ず
、

も
う
一
歩
先
の
働
き
か
け
を
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
の
能
力
は
順
調
に
伸

び
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
飛
び
級
の
よ
う
な
制
度
が
小
・

中
学
校
で
も
一
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
で
認
め
ら
れ
れ
ば
、
子
ど
も
の

可
能
性
は
停
滞
す
る
こ
と
な
く
広
が

る
で
し
ょ
う
。

　
子
育
て
は
、
母
親
に
与
え
ら
れ
た

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
教
育
機
関
に
一
任
す
る
の
で
は

な
く
「
度
肝
を
抜
か
れ
る
子
ど
も
を

育
て
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
概
を
も

っ
て
邁ま

い

進し
ん

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

う
の
で
す
。
お
受
験
推
奨
で
は
な
く
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
「
地
頭
を
良
く
す

る
遊
び
」
な
ど
有
効
に
取
り
入
れ
て
、

脳
に
も
心
に
も
栄
養
を
。
「
一
見
優

秀
」
で
は
な
く
「
本
当
に
優
秀
」
な

人
材
が
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

地
頭
の
良
い
本
当
に
優
秀
な
人
材
を
育
て
る
に
は

■
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
ハ
ン
ド
ベ

ル
コ
ン
サ
ー
ト　

 

12
月
23
日
（
日
・
祝
）
午
後
５
時
30

分
～
同
８
時
。
北
九
州
市
立
美
術
館

本
館
（
戸
畑
区
西
鞘
ヶ
谷
町
）
。
企

画
展
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー　
聖

な
る
芸
術
と
モ
デ
ル
ニ
テ
」
を
観
覧

す
る
夜
間
特
別
開
館
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
開
催
。
観
覧
料
、
一
般
１

２
０
０
円
、
高
大
生
８
０
０
円
、
小

中
生
６
０
０
円
。
同
６
時
か
ら
、
折

尾
愛
真
高
校
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア

の
コ
ン
サ
ー
ト
（
鑑
賞
無
料
）
も
開

催
。
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
延
長
運
行
。

北
九
州
市
立
美
術
館
本
館

０
９
３
（
８
８
２
）
７
７
７
７

ⒸNaritaka Nakano

■
松
田
理
奈
×
新
倉
瞳
×
佐
藤
卓
史

ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト

１
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区
平
野
）
。
出
演

は
バ
イ
オ
リ
ン
松
田
理
奈
、
チ
ェ
ロ

『松田理奈×新倉瞳×佐藤卓史 
ピアノ・トリオ・コンサート』チラシ

新
倉
瞳
、
ピ
ア
ノ
佐
藤
卓
史
。
曲
目

は
Ｆ
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
「
美
し
き
ロ

ス
マ
リ
ン　
ト
長
調
」
、
Ｄ
・
ポ
ッ

パ
ー
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
」
、
Ｊ

・
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲

第
１
番
」
な
ど
ト
リ
オ
演
奏
・
ソ
ロ

演
奏
あ
り
。
全
席
指
定
。
入
場
料
、

一
般
３
０
０
０
円
、
25
歳
以
下
（
入

場
時
要
証
明
）
２
０
０
０
円
。
当
日

も
同
一
料
金
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

響
ホ
ー
ル
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
九
州
交
響
楽
団

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
月
12
日
（
土
）
。
午
後
４
時
開
場
、

同
５
時
開
演
。
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ

ー
ル
（
小
倉
北
区
大
手
町
）
。
華
麗

な
る
ウ
イ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
の
饗

き
ょ
う

宴え
ん

。

指
揮
と
お
話
は
現
田
茂
夫
、
ソ
プ
ラ

ノ
佐
藤
し
の
ぶ
。
合
唱
は
九
響
合
唱

団
、
北
九
州
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
合
唱
団

が
出
演
。
曲
目
は
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
２
世「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」、

ビ
ゼ
ー
「
歌
劇
『
カ
ル
メ
ン
』
ハ
バ

ネ
ラ
」、プ
ッ
チ
ー
ニ
「
歌
劇
『
蝶
々

夫
人
』
あ
る
晴
れ
た
日
に
」
ほ
か
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
Ｓ
席
４
０
０

０
円
、
Ａ
席
３
０
０
０
円
。

九
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

０
９
２
（
８
２
３
）
０
１
０
１

『九州交響楽団 
ニューイヤーコンサート』チラシ

■
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｏ

シ
ャ
ン
ソ
ン
ラ
イ
ブ

12
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
（
戸
畑
区
汐
井
町
ウ
ェ
ル

と
ば
た
内
）
。
昨
年
、
新
作
ア
ル
バ

ム
を
リ
リ
ー
ス
す
る
な
ど
勢
力
的
に

活
動
す
る
北
九
州
在
住
の
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｏ
と
ピ
ア
ノ
高

野
紀
子
が
出
演
。
曲
目
は
シ
ャ
ン
ソ

ン
の
名
曲
「
愛
の
讃
歌
」
や
「
水
に

流
し
て
」
ほ
か
を
予
定
。
全
席
指
定
。

入
場
料
、
Ｓ
席
（
労
音
事
務
局
の
み

取
り
扱
い
）
３
８
０
０
円
、
Ａ
席
３

０
０
０
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

『TAKAKOシャンソンライブ』
チラシ
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２
０
１
８
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず

か
。
本
年
は
「
明
治
１
５
０
年
」
の

年
で
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
く

「
明
治
」
の
名
が
付
い
た
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
か
ら
３
年
が
経た

ち
ま
し
た
。

「
明
治
日
本
」
に
は
八
幡
製
鐵
所
の

旧
本
事
務
所
、
旧
鍛
冶
工
場
、
修
繕

工
場
、
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
が

含
ま
れ
ま
す
。
本
展
覧
会
は
明
治
１

５
０
年
と
世
界
文
化
遺
産
登
録
３
周

年
を
記
念
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
展
覧
会
は
３
部
構
成
で
す
。
第
１

部
は
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
福
岡
県
連
絡
会
議
が
主
催
、
関

係
地
を
巡
回
す
る
「
鉄
都
・
八
幡
の

誕
生
」
で
す
。
佐
賀
に
始
ま
り
、
萩

・
鹿
児
島
・
韮
山
を
経
て
釜
石
に
至

る
近
代
製
鉄
誕
生
の
過
程
を
た
ど
り

ま
す
。
こ
の
経
験
に
加
え
、
最
新
の

技
術
を
欧
米
か
ら
導
入
し
て
、
１
９

０
１
（
明
治
34
）
年
官
営
八
幡
製
鐵

所
が
開
業
し
ま
す
。
新
日
鐵
住
金
株

式
会
社
八
幡
製
鐵
所
か
ら
関
連
資
料

を
ご
出
品
い
た
だ
い
て
、
八
幡
製
鐵

所
の
歴
史
と
役
割
を
示
し
ま
す
。
製

鐵
所
開
業
に
よ
り
八
幡
は
「
鉄
都
」

と
し
て
急
激
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

昨
年
市
制
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
八

幡
の
歴
史
と
現
在
を
紹
介
し
ま
す
。

　
第
２
部
「
石
炭
と
鉄
が
つ
く
っ
た

工
業
都
市
・
北
九
州
」
で
は
、
製
鉄

に
欠
か
せ
な
い
石
炭
に
注
目
し
ま
す
。

八
幡
に
官
営
製
鐵
所
が
建
設
さ
れ
た

の
も
、
関
係
者
の
熱
烈
な
誘
致
運
動

に
加
え
て
筑
豊
の
豊
富
な
石
炭
資
源

が
あ
れ
ば
こ
そ
。
今
回
は
も
ち
ろ
ん

「
世
界
の
記
憶
」
で
知
ら
れ
る
山
本

作
兵
衛
最
大
の
炭
鉱
記
録
画
２
点
の

原
画
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
北
九
州

市
内
に
あ
っ
た
大
辻
・
小
倉
両
炭
鉱

の
関
係
資
料
も
、
次
世
代
に
炭
鉱
の

記
憶
を
伝
え
よ
う
と
し
た
人
び
と
の

思
い
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。
筑
豊
の

石
炭
輸
送
に
活
躍
し
た
「
川
ひ
ら

た
」
や
鉄
道
、
石
炭
積
出
港
と
し
て

発
展
し
た
門
司
港
・
若
松
港
に
注
目

し
て
、
北
九
州
工
業
地
帯
の
形
成
と

役
割
を
考
え
ま
す
。
吉
田
松
陰
の
松

下
村
塾
が
産
業
化
黎れ

い

明め
い

期
の
人
材
育

成
機
関
な
ら
、
北
九
州
を
代
表
す
る

企
業
家
の
安
川
敬
一
郎
が
私
財
を
投

じ
設
立
し
た
私
立
明
治
専
門
学
校

（
現
在
の
九
州
工
業
大
学
）
は
完
成

期
の
人
材
育
成
機
関
と
言
え
ま
す
。

「
明
専
」
が
担
っ
た
役
割
に
も
目
を

向
け
ま
す
。

　
「
明
治
日
本
」
は
重
工
業
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
４
年
に

世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
た
「
富
岡

製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
は
軽
工

業
が
対
象
で
す
。
本
来
両
者
と
も

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
と

言
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
第
３
部
で
は

八
幡
製
鐵
所
と
同
様
に
官
営
工
場

（
１
８
７
２
〔
明
治
５
〕
年
開
業
）

で
あ
る
富
岡
製
糸
場
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
生
糸
は
近
代
日
本
の
最
重

要
輸
出
品
で
し
た
。
第
３
部
は
世
界

官営八幡製鐵所旧本事務所（写真提供：新日鐵住金（株）八幡製鐵所［非公開施設］）

富岡製糸場東置繭倉庫

文
化
遺
産
・
官
営
工
場
つ
な
が
り
で
、

富
岡
市
と
北
九
州
市
が
初
め
て
連
携

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
養
蚕
・

製
糸
・
織
物
と
い
う
一
連
の
絹
産
業

の
中
で
富
岡
製
糸
場
を
位
置
づ
け
、

八
幡
製
鐵
所
と
の
共
通
点
も
明
ら
か

に
し
ま
す
。

　
「
明
治
１
５
０
年
」
の
年
の
終
わ

り
、
「
明
治
１
５
１
年
」
の
年
の
初

め
に
、
ぜ
ひ
北
九
州
市
や
日
本
の
近

代
史
を
追
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Information

冬の特別展「世界遺産のまち　北九州と明治日本の産業革命遺産」
【会期】12月22日（土）～2019年2月11日（月・祝）　
※会期中無休
※12月29日（土）～1月1日（火・祝）は休館
【開館時間】午前9時～午後5時（最終入館は午後
4時30分まで）

【入場料】
大人500円（400円）　高大生300円（240円）　
小中生200円（160円）
※（　）内は30名以上の団体料金
詳細は、ホームページまたは博物館までお問い合
わせください
【お問合せ】北九州市立いのちのたび博物館
093（681）1011　http://www.kmnh.jp/

CulCultopicトピック
世界遺産のまち　北九州と
明治日本の産業革命遺産
北九州市立いのちのたび博物館　学芸員

日比野 利信  Toshinobu Hibino

11月12日（月）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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「
豆
本
」
と
は
、
手
の
ひ
ら
に
収

ま
る
小
さ
な
本
の
総
称
で
す
。
最
古

の
豆
本
は
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
粘

土
板
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
洋
で

は
16
世
紀
頃
か
ら
流
行
し
、
ま
た
日

本
で
も
江
戸
時
代
か
ら
そ
の
存
在
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る

豆
本
は
、
子
ど
も
の
読
み
捨
て
の
本

と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

西
洋
で
は
、
祈き

祷と
う

書し
ょ

や
聖
書
を
コ
ン

パ
ク
ト
な
サ
イ
ズ
に
し
て
持
ち
歩
く

こ
と
が
そ
の
始
ま
り
だ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
収
集
家
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
初
期
の
豆
本
は
実
用
性
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
豆
本
」
で
す
が
、
北
九
州

市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
過
去

に
２
冊
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
本
キ
ッ
ト

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
１
冊
目
は
２
０
１
５
年
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
作
成

し
た
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
巡
ろ
う
！

豆
本
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
で
す
。
北
九

州
市
内
の
文
化
施
設
９
館
（
文
学
館
、

美
術
館
、
博
物
館
な
ど
）
を
巡
り
、

各
施
設
か
ら
出
題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
に

答
え
て
い
く
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
用
の
豆

本
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
問
題
に

合
わ
せ
各
施
設
の
特
徴
を
表
し
た
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
お
り
、
ク
イ
ズ

を
楽
し
み
な
が
ら
、
新
た
な
発
見
や

施
設
の
面
白
さ
が
伝
わ
る
豆
本
で
す
。

非
売
品
の
た
め
現
在
で
は
入
手
不
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
冊
目
は
、
少
女
漫
画
の
描
き
方

の
コ
ツ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る「
先

パ
イ
と
私
」
で
す
。
こ
の
豆
本
は
少

女
漫
画
な
ら
で
は
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た

「
目
」
や
「
表
情
」
、
「
全
身
」
の

描
き
方
や
プ
チ
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の

ペ
ン
入
れ
ま
で
体
験
で
き
、
漫
画
家

気
分
を
味
わ
え
る
１
冊
と
な
っ
て
い

ま
す
。
作
成
当
時
は
豆
本
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
同
時
開
催
し
、
豆
本
の
組

み
立
て
だ
け
で
は
な
く
、
漫
画
家
に

よ
る
指
導
の
下
、
漫
画
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
、
新
た
な
オ
リ
ジ
ナ

ル
豆
本
マ
ッ
プ
「
北
九
州
マ
ン
ガ
散

歩
～
小
倉
編
～
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
豆
本
で
は
、
北
九
州
市
小
倉
を

中
心
と
し
た
漫
画
家
ゆ
か
り
の
土
地

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
北
九
州
に
ゆ

か
り
の
あ
る
漫
画
家
は
お
よ
そ
１
０

０
人
に
お
よ
び
、
ま
た
北
九
州
が
漫

画
の
中
に
描
か
れ
る
こ
と
も
多
く
あ

漫
画
の
街
・
北
九
州
を
巡
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
本
マ
ッ
プ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
漫
画
家
に
ゆ

か
り
の
あ
る
土
地
や
漫
画
で
紹
介
さ

れ
た
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
ま
と
め
た
マ

ッ
プ
や
、
「
楽
し
む
・
学
ぶ
・
会
う

・
味
わ
う
」
の
お
す
す
め
散
策
ス
ポ

ッ
ト
の
紹
介
、
北
九
州
が
多
く
の
漫

画
家
を
生
み
出
し
た
背
景
を
ま
と
め

た
コ
ラ
ム
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

マ
ッ
プ
は
当
館
館
長
で
、
漫
画
家
・

童
画
家
で
も
あ
る
畑
た
い
む
の
描
き

下
ろ
し
で
す
。
簡
単
な
組
立
式
キ
ッ

ト
の
た
め
豆
本
を
作
る
楽
し
さ
も
味

わ
え
ま
す
。
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
常

設
展
シ
ョ
ッ
プ
の
み
で
の
限
定
販
売

で
、
こ
こ
で
し
か
手
に
入
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
豆
本
マ
ッ
プ
を

手
に
、
漫
画
の
街
・
北
九
州
を
散
策

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
た
な
発
見
が

見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Information

hiroba
漫画

漫画と北九州
北九州市漫画ミュージアム　図書担当

原 田 佳 織  Kaori Harada

【常設展観覧料】
一般400（320）円　中高生200（160）円　小学生100（80）円
※（　）内は30名以上の団体料金
※小学生未満無料
【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日　年末年始12月31日～1月2日
※ただし12月25日（火）は開館
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

11月14日（水）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Event

学芸員によるギャラリートーク

【日時】	12月9日（日）、23日（日・祝）、	
2019年1月20日（日）　	
各回午後２時から

【会場】展覧会場内（会場入口に集合）
※申し込み不要、ただし観覧料が必要

Information

【会場】北九州市立美術館分館
【会期】12月1日（土）～2019年1月27日（日）
【開館時間】	午前10時～午後6時	

（入館は午後5時30分まで）
【休館日】	会期中無休、ただし12月28日（金）～	

1月3日（木）は休館
【観覧料】一般1100（900）円
高大生600（400）円　小中生400（300）円

※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳を提示の方は無料
年長者施設利用証を提示の方は2割減免
【お問合せ】093（562）3215
※会期中、一部展示替えがあります
前期：12月27日（木）まで
後期：1月4日（金）から

　
近
年
、
「
１
９
６
８
年
」
（
昭
和

43
年
）
か
ら
半
世
紀
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
国
内
外
で
は
こ
の
時
期
を
社

会
史
的
、
文
化
史
的
に
問
い
直
す
動

き
が
で
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
終

戦
を
迎
え
た
１
９
４
５
年
で
も
な
く
、

大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
１
９
７
０

年
で
も
な
く
、
な
ぜ
今
、
「
１
９
６

８
年
」
と
い
う
年
が
注
目
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
年
は
、
世
界
の
社
会
、
文
化

に
お
い
て
重
要
な
転
換
期
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
海
外
で
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

が
長
期
化
し
反
戦
運
動
が
高
ま
る
な

か
、
パ
リ
五
月
革
命
（
フ
ラ
ン
ス
）
、

文
化
大
革
命
（
中
国
）
、
キ
ン
グ
牧

師
の
暗
殺
（
ア
メ
リ
カ
）
な
ど
、
国

政
に
も
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
出
来

事
が
頻
発
し
ま
し
た
。
戦
後
20
年
を

過
ぎ
た
日
本
で
も
、
こ
の
時
期
を
前

後
し
て
70
年
安
保
闘
争
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
運
動
が
激
化
し
ま
し

た
。
64
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

終
え
、
70
年
の
大
阪
万
博
開
催
に
向

か
っ
て
高
度
経
済
成
長
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
一
方
で
、
地
方
の
過
疎
化
や

公
害
問
題
の
よ
う
な
「
社
会
の
ひ
ず

み
」
も
表
面
化
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
激
動
・
激
震
の
時
代
、

日
本
の
文
化
形
成
に
お
い
て
も
大
き

な
転
機
を
迎
え
ま
し
た
。
「
ア
ー
ト

＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
「
環
境
芸
術
」

の
よ
う
に
科
学
と
芸
術
の
融
合
が
目

指
さ
れ
、
の
ち
に
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

と
呼
ば
れ
る
表
現
が
萌ほ

う

芽が

し
、
そ
の

一
方
で
、
近
代
批
判
、
体
制
批
判
の

視
点
に
立
っ
た
美
術
表
現
も
過
熱
し

ま
す
。
ほ
か
に
も
演
劇
、
実
験
映
画
、

山口勝弘《Sign Pole》1968年　高松市美術館蔵

1968年　―激動の時代の芸術

展覧会の構成
Ａ 激動の1968年
　 1968年の社会と文化／美術界の1968

Ｂ 1968年の現代美術
　  千円札裁判と「反戦と解放展」／環境芸術とインターメ

ディア／日本万国博覧会／反博の動きと万博破壊共闘派
／トリックス・アンド・ヴィジョン

Ｃ 領域を越える芸術
　  アンダーグラウンドの隆盛―演劇・舞踏・実験映画／イ

ラストレーションの氾濫／漫画と芸術／サイケデリック
の季節

Ｄ 新世代の台頭
　  『プロヴォーク』の登場／もの派の台頭／概念芸術の萌芽

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
デ
ザ
イ
ン
、
漫

画
、
音
楽
な
ど
、
各
分
野
の
芸
術
家

た
ち
が
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
前
衛
表

現
を
展
開
し
、
な
か
で
も
「
ア
ン
グ

ラ
」
と
呼
ば
れ
た
「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド（
前
衛
的
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
）」

は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
色
濃

く
反
映
さ
れ
な
が
ら
も
日
本
独
特
の

世
界
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生
み

出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
１
９
６
８
年
か

ら
ち
ょ
う
ど
50
年
を
迎
え
る
今
年
か

ら
来
年
に
か
け
て
千
葉
、
北
九
州
、

静
岡
を
巡
回
し
ま
す
。
当
時
の
様
相

が
伝
説
化
さ
れ
る
前
に
、
生
々
し
い

時
代
の
特
徴
を
美
術
史
的
・
文
化
史

的
な
視
点
か
ら
照
射
し
よ
う
と
す
る
、

全
国
で
初
め
て
の
試
み
で
す
。

2018. DecemberCulCul

なぜ今、「１９６８年」なのか

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸係長

那 須 孝 幸 Takayuki Nasu

5

11月6日（火）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Information

【開催期間】12月18日（火）～2019年3月31日（日）
【開館時間】午前9時30分～午後6時
　　　　　（入館は午後5時30分まで）
【休館日】年末（12月29日～31日）
【会場】松本清張記念館企画展示室
【入場料】常設展示観覧料に含む
一般500（400）円　中高生300（240）円　
小学生200（160）円
（　）内は30名以上の団体料金

「『砂の器』展」

【お問合せ】	
北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3
093（582）2761
ホームページアドレス
http://www.kid.ne.jp/seicho

『砂の器』展ポスター

カ

メ
ダ

は
今

も
相

変

わ
ら
ず

で

し
ょ う

ね

？

平成30年12月18日【火】—平成31年3月31日【日】
松本清張記念館 企画展示室

常設展示観覧料：一般500円［400円］、中高生300円［240円］、小学生200円［160円］ ［　］内は30名以上の団体料金 　開館時間：午前9時30分～午後6時［入館は午後5時30分まで］
住所：〒803-0813 北九州市小倉北区城内2-3　TEL：093-582-2761　FAX：093-562-2303　ホームページ：http://www.kid.ne.jp/seicho

北九州市印刷物登録番号第 1809107E

　
先
月
こ
の
欄
で
は
「
『
砂
の
器
』

シ
ネ
マ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
11
月
25

日
開
催
）
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、映
画
『
砂
の
器
』

（
野
村
芳
太
郎
監
督
、
１
９
７
４
年
、

松
竹
）
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
と

共
に
上
映
す
る
と
い
う
も
の
で
、
映

像
と
音
楽
と
、
双
方
の
魅
力
を
掛
け

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
映
画
『
砂

の
器
』
の
醍だ

い

醐ご

味み

を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
も
の
で
し
た
。

　
本
日
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、
原
作

で
あ
る
小
説
の
『
砂
の
器
』
で
す
。

　
小
説
『
砂
の
器
』
は
、
１
９
６
０

（
昭
和
35
）
年
春
か
ら
約
１
年
間
新

聞
に
連
載
さ
れ
ま
し
た
。
―
―
東
京

の
蒲
田
駅
の
操
車
場
で
死
体
で
発
見

さ
れ
た
中
年
男
性
は
、
前
夜
バ
ー
で

目
撃
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
手
掛
か
り

は
、
小
声
で
交
わ
し
て
い
た
東
北
弁

の
会
話
の
断
片
だ
け
で
し
た
。
遺
体

の
身
元
も
、
同
行
者
の
行
方
も
杳よ

う

と

し
て
知
れ
ま
せ
ん
。
警
視
庁
捜
査
一

課
の
今
西
栄
太
郎
刑
事
は
、
解
決
の

糸
口
を
求
め
て
東
奔
西
走
し
ま
す
。

よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
っ
た
思
わ
ぬ

真
犯
人
の
動
機
は
意
外
な
過
去
に
起

因
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
小
説
『
砂
の
器
』
を
連
載
し

た
頃
の
清
張
は
『
点
と
線
』
『
眼
の

壁
』
の
ヒ
ッ
ト
（
58
〔
昭
和
33
〕
年
）

で
、
「
社
会
派
推
理
小
説
」
の
第
一

人
者
と
し
て
、
一
躍
人
気
作
家
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
生
涯
、
同
時
に
複

数
の
連
載
を
持
ち
続
け
た
清
張
で
す

が
、
最
盛
期
の
59
（
昭
和
34
）
年
に

は
、
週
刊
誌
に
５
作
品
、
新
聞
３
作

品
、
月
刊
誌
５
作
品
も
の
連
載
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
単
発
の

作
品
や
書
き
下
ろ
し
も
あ
り
、
ひ
と

月
の
執
筆
量
は
原
稿
用
紙
で
９
０
０

枚
相
当
に
も
な
っ
た
と
い
う
計
算
も

あ
る
ほ
ど
で
す
。

　
注
目
す
べ
き
は
、清
張
の
こ
の「
執

筆
の
限
界
に
挑
戦
す
る
」
と
い
う
試

み
は
、
〝
量
〟
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
。
前
述
の
推
理
小
説

作
品
の
ほ
か
に
、『
日
本
の
黒
い
霧
』

（
60
〔
昭
和
35
〕
年
）
を
は
じ
め
と

し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
分
野
の

作
品
に
も
精
力
的
に
筆
を
進
め
ま
す
。

『
日
本
の
黒
い
霧
』
は
米
軍
占
領
下

の
不
可
解
な
事
件
の
真
相
を
追
求
し

た
も
の
で
、
清
張
は
自
ら
取
材
し
な

が
ら
毎
月
原
稿
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
言
わ

れ
て
久
し
い
な
か
、
清
張
は
あ
え
て

歴
史
の
陰
に
切
り
込
み
、
自
ら
の
論

を
立
て
、
〝
質
〟
を
落
と
す
こ
と
な

く
、
一
作
品
一
作
品
筆
を
執
っ
た
の

で
す
。
推
理
小
説
作
品
は
発
表
す
る

そ
ば
か
ら
評
判
を
呼
び
、
本
が
出
る

た
び
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
映

像
化
さ
れ
て
は
ま
た
話
題
と
な
る
の

で
す
か
ら
、
推
理
小
説
ば
か
り
発
表

し
て
い
て
も
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
清
張
は
現
代
史
分
野
に

も
関
心
を
寄
せ
続
け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
時
期
の
清
張
が
執
筆
し

た
推
理
小
説
『
砂
の
器
』
や
『
球
形

の
荒
野
』
（
60
〔
昭
和
35
〕
年
）
が
、

『
砂
の
器
』
の
頃
の
松
本
清
張

―
―
松
本
清
張
記
念
館
開
館
20
周
年
記
念
特
別
企
画
展

「
松
本
清
張
『
砂
の
器
』
展
」

現
代
史
分
野
の
作
品
と
通
底
す
る
問

題
意
識
を
有
し
て
い
る
の
は
当
然
の

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
動
機
や
背

後
関
係
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
物
語

の
そ
こ
か
し
こ
で
、
私
た
ち
が
普
段

「
見
な
い
こ
と
」
に
し
て
い
る
現
代

社
会
の
ひ
ず
み
の
存
在
も
読
者
に
考

え
さ
せ
る
の
で
す
。

　
映
画
『
砂
の
器
』
は
清
張
も
高
く

評
価
し
ま
し
た
が
、
原
作
小
説
『
砂

の
器
』
も
ま
た
多
く
の
魅
力
に
あ
ふ

れ
る
作
品
で
す
。
時
代
性
や
清
張
の

問
題
意
識
を
色
濃
く
有
し
た
小
説『
砂

の
器
』
も
改
め
て
手
に
取
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

hiroba
文芸

清張アラカルト
北九州市立松本清張記念館 学芸員

小 野 芳 美 Yoshimi  Ono

4

11月12日（月）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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「
猫
と
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
劇

作
家
で
あ
る
」（The cat is above 

all things, a dram
atist.

）
。
イ

ギ
リ
ス
の
作
家
が
言
っ
た
言
葉
ら
し

い
が
、
私
も
全
く
同
じ
意
見
で
あ
る
。

猫
は
、
な
に
か
し
ら
劇
的
な
も
の
を

内
包
し
た
生
物
だ
。

　
猫
好
き
の
特
徴
と
し
て
は
、
猫
に

対
す
る
鋭
敏
な
ア
ン
テ
ナ
が
挙
げ
ら

れ
る
と
思
う
。
ど
ん
な
場
所
に
い
る

猫
で
も
す
ぐ
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。
そ
ん
な
私
の
ア
ン
テ
ナ

に
、
こ
の
秋
、
数
本
の
演
劇
作
品
と

そ
の
チ
ラ
シ
が
引
っ
掛
か
っ
た
。

　
一
つ
目
は
、
「
な
ち
ゅ
ラ
ル
チ
ー

ず
」
の
『
ラ
ラ
』
（
作
：
金
子
愛
里

／
９
月
22
日
・
23
日
／engel

）
で

あ
る
。
り
ん
ご
と
小
松
瑳
弥
香
、
女

性
２
人
の
ユ
ニ
ッ
ト
だ
が
、
そ
の
う

ち
の
１
人
、
り
ん
ご
は
、
「
東
筑
紫

学
園
高
等
学
校
演
劇
類
型
（
現
在
は

演
劇
専
攻
と
改
名
）
」
在
籍
時
代
か

ら
、
北
九
州
芸
術
劇
場
の
企
画
や
地

元
の
劇
団
の
作
品
に
積
極
的
に
参
加
。

現
在
は
福
岡
の
人
気
劇
団
「
非
・
売

れ
線
系
ビ
ー
ナ
ス
」
に
所
属
し
て
い

る
が
、
北
九
州
に
も
活
動
の
拠
点
が

欲
し
い
と
、
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
立
ち

上
げ
た
と
い
う
。

　
チ
ラ
シ
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
か
ら
は
、

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
演
劇
を
楽
し

ん
で
い
こ
う
と
い
う
、
い
い
意
味
で

の
「
ゆ
っ
た
り
感
」
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
ど
ん
ど
ん
北
九
州
で

活
躍
し
て
ほ
し
い
。

　
二
つ
目
は
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て

猫
好
き
の
興
味
を
引
く『
朗
読
会「
秋

と
猫
語
り
」
』
（
９
月
13
日
／
北
九

州
文
学
サ
ロ
ン
）
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
劇
団TO

KISA

」
の
企
画
で
、
文

字
通
り
、
秋
と
猫
に
関
す
る
作
品
の

朗
読
会
だ
。
彼
ら
は
11
月
に
は
『
語

り
朗
読
「
ど
ん
ど
は
れ
」
』
主
催
の
、

戸
畑
を
舞
台
に
、
ば
い
煙
と
戦
っ
た

女
性
た
ち
を
描
い
た
『
セ
ピ
ア
色
の

町 

青
空
を
と
り
も
ど
し
た
女
た
ち
』

（
作
・
演
出
：
坂
根
啓
子
／
11
月
25

日
／
北
九
州
市
立
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
・
ム
ー
ブ
）
に
協
力
、
出
演

し
、
活
動
の
幅
の
広
が
り
を
見
せ
て

く
れ
た
。

　
そ
し
て
「
野
外
劇
団
楽
市
楽
座
」

も
、
私
の
猫
ア
ン
テ
ナ
を
刺
激
し
た

劇
団
の
一
つ
だ
。
こ
の
劇
団
は
、
長

山
現
と
、
佐
野
キ
リ
コ
、
そ
し
て
萌

の
家
族
３
人
で
全
国
を
巡
っ
て
い
る
。

柱
も
屋
根
も
な
い
、
水
の
上
を
く
る

く
る
と
動
く
円
形
の
廻ま

わ

り
舞
台
に
投

げ
銭
。
こ
の
、
周
り
の
景
色
に
不
思

議
に
溶
け
込
む
魅
力
的
な
空
間
は
、

北
九
州
で
も
す
っ
か
り
お
な
じ
み
と

な
っ
た
。
今
年
の
演
目
は
、
『
赤
い

ク
ツ
』
（
作
・
演
出
：
長
山
現
／
９

月
29
日
～
10
月
１
日
）
。

　
今
回
は
「
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
」
と
し

て
、
萌
の
一
人
芝
居
『
黄
色
い
自
転

車
』
、
そ
し
て
『
楽
市
楽
座
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
』
が
、
９
月
28
日
にengel 

で
行
わ
れ
た
。
２
０
０
７
年
、
７
歳

の
頃
に
初
舞
台
を
踏
ん
で
か
ら
、
毎

年
、
成
長
し
た
彼
女
の
姿
を
見
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
観
客
も
多
い

よ
う
だ
。
今
で
は
、
劇
団
に
と
っ
て

も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
「
楽
市
楽
座
」
に
つ
い
て

は
、
チ
ラ
シ
に
猫
が
描
か
れ
て
い
る
、

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
実
は
、
彼

ら
は
ツ
ア
ー
に
「
ソ
ラ
」
と
名
付
け

ら
れ
た
猫
を
随
行
さ
せ
て
い
る
の
で

あ
る
。
特
に
リ
ー
ド
に
つ
な
が
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
ふ

ら
っ
と
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
わ
な

い
と
こ
ろ
は
、
か
な
り
賢
い
猫
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
家
族
と
猫
と
、

演
劇
と
、
旅
。
貧
乏
性
で
す
ぐ
に
し

が
ら
み
に
絡
み
つ
か
れ
て
身
動
き
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
私
に
は
、
と

て
も
う
ら
や
ま
し
い
生
活
だ
。

　
以
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事

で
、
17
年
の
ペ
ッ
ト
の
現
状
調
査
で
、

猫
の
数
が
犬
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回

っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
を
見
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
て
、
真
偽
の

ほ
ど
は
分
か
ら
な
い
が
、
毎
日
散
歩

に
連
れ
て
い
く
必
要
も
な
く
、
ト
イ

レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
比
較
的
楽
な
猫

は
現
代
生
活
に
合
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
猫
と
生

活
を
し
て
か
ら
初
め
て
人
間
は
知
る

こ
と
に
な
る
。
猫
の
〝
主
人
〟
に
は

決
し
て
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
。

　
さ
て
、
『C

A
TS

』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

も
見
る
こ
と
に
し
よ
う
か
。

猫と演劇

劇団TOKISA『朗読会「秋と猫語り」』チラシ

なちゅラルチーず『ララ』チラシ

hiroba
演劇

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka
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11月14日（水）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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今
年
で
３
回
目
と
な
っ
た
、
４
コ

マ
漫
画
の
国
際
公
募
コ
ン
ク
ー
ル「
北

九
州
国
際
漫
画
大
賞
」
。
今
回
の
応

募
総
数
は
１
７
８
４
作
品
で
、
そ
の

う
ち
１
０
１
０
作
品
が
海
外
か
ら
。

全
体
の
６
割
近
く
で
す
ね
。
現
在
最

終
審
査
中
で
、
受
賞
作
品
の
発
表
は

12
月
上
旬
、
受
賞
者
を
お
招
き
し
て

の
表
彰
式
は
12
月
22
日
（
土
）
に
国

際
会
議
場
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
表
彰
式
の
後
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
こ
の
日
か
ら
開
幕
す
る
「
北
九

州
国
際
漫
画
祭
２
０
１
８
」
の
出
展

作
家
が
出
演
。
一
昨
年
の
韓
国
、
昨

年
の
台
湾
に
続
い
て
、
今
年
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
漫
画
の

展
示
を
行
い
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

ス
ウ
ェ
タ
・
カ
ル
テ
ィ
カ
を
、
マ
レ

ー
シ
ア
か
ら
ジ
ョ
ン
ス
ラ
ヤ
を
お
招

き
し
ま
す
。
こ
の
２
カ
国
は
い
ず
れ

も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
）
が

多
く
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
２
カ
国
の

漫
画
文
化
に
独
特
の
面
白
さ
を
生
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
詳
し
く
は
次
号

で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
１
８
」

で
は
さ
ら
に
、
「
北
九
州
国
際
漫
画

大
賞
」
の
第
３
回
受
賞
作
品
・
優
秀

作
品
の
展
示
と
、
フ
ラ
ン
ス
出
身
の

作
家
ト
ニ
ー
・
ヴ
ァ
レ
ン
ト
が
日
本

の
少
年
漫
画
の
強
い
影
響
を
受
け
て

制
作
し
た
作
品
『
ラ
デ
ィ
ア
ン
』
に

つ
い
て
展
示
し
ま
す
。
『
ラ
デ
ィ
ア

ン
』
は
フ
ラ
ン
ス
で
２
０
１
３
年
か

ら
刊
行
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に

訳
さ
れ
て
国
際
的
に
人
気
を
博
し
て

い
ま
す
。
日
本
語
版
は
ユ
ー
ロ
マ
ン

ガ
社
か
ら
９
巻
ま
で
刊
行
中
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
で
毎
週
土
曜
夕
方
に

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
も
放
映
中
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
漫
画
を
日
本
の
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
に
す
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て

と
の
こ
と
。

　
主
人
公
の
セ
ト
は
「
魔
法
使
い
」

見
習
い
の
少
年
。
強
大
な
潜
在
能
力

を
持
つ
よ
う
で
す
が
、
力
を
う
ま
く

扱
え
ず
ト
ラ
ブ
ル
ば
か
り
。
実
は
こ

の
世
界
の
「
魔
法
」
は
、
突
然
空
か

ら
降
っ
て
く
る
巨
大
な
怪
物
「
ネ
メ

シ
ス
」
に
由
来
し
ま
す
。
ネ
メ
シ
ス

に
触
れ
る
と
人
間
は
即
死
す
る
の
で

す
が
、
ご
く
ま
れ
に
生
き
残
る
者
が

あ
り
、
そ
の
人
間
は
ネ
メ
シ
ス
に
唯

一
対
抗
で
き
る
力
「
魔
法
」
を
身
に

付
け
、
同
時
に
「
呪
い
」
（
角
が
生

え
た
り
、
奇
妙
な
持
病
を
抱
え
た
り

な
ど
）
を
背
負
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

人
々
か
ら
「
感
染
者
」
と
呼
ば
れ
、

忌
み
嫌
わ
れ
る
の
で
す
。

　
物
語
は
、
ネ
メ
シ
ス
を
生
み
出
す

「
巣
」
を
探
す
冒
険
の
旅
に
出
た
セ

ト
が
、
仲
間
と
出
会
い
、
成
長
す
る

過
程
を
追
っ
て
い
き
ま
す
。
絵
柄
も

含
め
、
日
本
の
少
年
漫
画
の
冒
険
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
か
ら
強
く
影
響
を
受
け

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
が
、
そ
の

一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
で
は
の

テ
イ
ス
ト
も
。
ネ
メ
シ
ス
に
住
む
土

地
を
破
壊
さ
れ
、
他
の
土
地
へ
移
っ

た
難
民
た
ち
と
、
元
か
ら
の
住
人
た

ち
の
間
の
摩
擦
や
軋あ

つ

轢れ
き

を
描
い
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ネ
メ
シ
ス

退
治
に
か
こ
つ
け
て
、
移
民
の
居
住

区
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
役
人
に
、

セ
ト
と
仲
間
た
ち
は
立
ち
向
か
う
の

で
す
。
「
他
者
」
、
つ
ま
り
自
分
と

異
な
る
者
を
憎
む
こ
と
の
愚
か
し
さ

は
、
日
本
の
少
年
漫
画
で
も
描
か
れ

て
は
い
ま
す
が
、
『
ラ
デ
ィ
ア
ン
』

で
の
率
直
か
つ
切
実
な
語
り
口
は
、

あ
ら
た
め
て
日
本
の
読
者
の
胸
を
打

つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
海
外
の
漫
画
と
の
出
会
い
は
、
異

な
る
文
化
・
異
な
る
社
会
に
触
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
自
分
が
い

ま
暮
ら
す
社
会
を
見
つ
め
直
す
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ

お
見
逃
し
な
く
！

トニー・ヴァレント『ラディアン』

Information

【開催期間】12月22日（土）～2019年1月20日（日）
【会場】北九州市漫画ミュージアム企画展示室（あるあるCity５F）
【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】12月31日～2019年1月2日、1月8日・15日
【入館料】一般200円（常設展セット券500円）
※高校生以下無料
※詳しくは北九州市漫画ミュージアムのホームページをご覧ください
http://www.ktqmm.jp/
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

「北九州国際漫画祭2018」

漫画を通じた異文化との出会い 
「北九州国際漫画祭２０１８」

専門研究員　表    智  之  Tomoyuki Omote

北九州市漫画ミュージアム
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11月12日（月）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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特集
北九州市漫画ミュージアム

演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト

美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州

Topic｜北九州市立いのちのたび博物館
音楽｜いろはにぴあの

10月30日（火）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。


